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水晶振動子を用いたプロテアーゼによるタンパク質汚れの洗浄過程の追跡一第3報
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　＜目的＞　前々回、アルカリプロテアーゼによるタンパク汚れ洗浄のモデル系として、

水晶振動子の電極表面に付着させたゼラチンの分解・除去の過程が経時的に追跡できるこ

とを報告した。この際、界面活性剤や酸化剤は分解・除去の速度を速めることを確認した

が、特に前者は酵素、界面活性剤コンプレックスが多量に表面に吸着されていることが示
唆された。今回は電極表面に付着させた羊毛ケラチンについて。各種界面活性剤と酵素の

吸着とそれに続く分解・除去について報告する。

　＜方法＞　水晶振動子の電極表面に、還元して水に可溶化したケラチンを塗布し、乾燥
後pHlO.5のバッファ中に浸し、一定時間後に界面活性剤、次いで酵素を加え、ケラチン

への界面活性剤の吸着と酵素による除去過程を発信周波数の変化として測定した。界面活

性剤はDBS 、SDS 、C12(EO)7，C16(EO）7の4種類を、酵素はナガーゼを使用した。

　＜結果＞　1）いずれの界面活性剤も、ゼラチンの場合と異なり、cmcの1/50程度の低い
濃度から吸着が起こり、1/2程度で一定となる。ただし、ケラチン膜調整時の条件の違い

により界面活性剤の吸着性が大幅に変わる。　2) 陰イオン系界面活性剤の場合、大量に

ケラチン表面に吸着される条件下では酵素による分解・除去は加速される。非イオン系界
面活性剤の場合、吸着量は少ないが界面活性剤濃度と共に除去速度は大きくなる。

　これまでに調べた卵白アルブミン、ゼラチン、ケラチンの親、疎水性と界面活性剤の性

質に基づき、界面活性剤／酵素／ケラチン表面の相互作用機構を考えて、これらの結果を

説明する。試料を提供いただいた上甲恭平氏（大阪府産技研）に感謝します。

2 Ma－7 布の内部洗浄力評価法について
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厖「附　　布の内部に侵入した汚れは表面付近に付着した汚れに比べて落ちにくい。現在の

洗浄力評価法は、一般的に布の表面付近の洗浄力や布全体の洗浄力をみるもので、布の内

部（厚さ方向）の洗浄力に関する評価法はみうけられない。そこで、今回2つの方法を提

案し、その評価力を比較検討した。

万辺　　洗濯科学協会の湿式人工汚染布を用いて、汚染布を何枚か重ねて周囲を縫･つて試

料とする方法と1枚の汚染布を布に包んで試料とする方法を用いた。これらの試料を台布

に縫いつけたものを6～10枚用意し、洗濯に供した。洗浄前後の汚染布の反射率を測定し

て、洗浄効率を算出した。前者の方法では表面の汚染布の洗浄効率を基準に中の汚染布の

洗浄力低下率を求め、後者では布に包まない汚染㈲の洗浄効率を基準に低下率を求めた。

紐里　　前者の方法は、布の内部方向への距離と洗浄力低下率との関係もみることはでき

るが、重ねる汚染布の枚数がかなりの数にならないと、洗浄力低下率が比較的小さく、比

較するもの間の差が現われにくい。また、一つの実験に相当な数の汚染布を必要とする。

それに対して、後者の方法は包む布の厚さによって低下率そのものはかなり異なるが、酵

素の効果や洗剤等の比較実験に用いるには、簡便でかなり効果的である。
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